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はじめに

　わたしたちの暮らしは以前にもまして多様になってきており、行政サービスだけで地域住民

の求めにきめ細やかな対応をすることは困難になっています。そのような中、山口県では、人口

減少が一層深刻さを増しており、地域の担い手不足の進行により、コミュニティ機能が低下

するなど、さまざまな課題に直面しています。

　地域の課題や困りごとが多様化・複雑化してきている中、それらの解決を図るためには、地

域の実情に精通した県民活動団体や専門性のあるNPO、行政機関、事業者、企業といった

多様な主体が目的を共有し、それぞれの得意分野で能力を発揮しながら協働・連携して課

題や困りごとの解消に取り組み、よりよい地域づくりをしていくことが欠かせません。

　そうした協働のメリットはさまざまに波及します。

　一つの組織ではできなかったことが他の組織と協働することでできるようになったり、単独

で行うよりも効果的な成果が上がり、課題解決をいち早く導けるようになったりします。また、立

場の違うさまざまな組織が協働・連携することで、ものの見方や考え方の幅が広がり、それぞ

れの組織の活動も充実していきます。

　協働にはさまざまな形があり、そのつながり方、つなげ方もさまざまです。地域における協働

の組み合わせも、行政とNPOの二者協働だけではありません。県民活動団体、小中学校、

高校。大学、企業といった地域にある多様な主体が、目的に合わせてさまざまな形と数でつな

がることができるのです。

　山口県では、「協働ネットワーク強化による県民活動促進事業」を実施して、県民活動団

体が多様な主体と協働できる体制を整備し、協働による地域課題解決に向けた取組を推進

するとともに、県民活動を通じた人と人とのつながりによる地域の絆づくりを推進してきました。

　その事業において市民活動支援センターの皆さんが習得した知識や技能、ネットワークを

活用し、実践した協働事例を取りまとめたものが、この「協働ファシリテーター実践のしおり」で

す。協働の促進に臨む方々が、ファシリテートのプロセスに着目して参照できるツールとなって

います。

　このしおりが今後、さまざまな協働の促進やみなさんの地域課題解決における一助となれ

ば幸いです。
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協働のプロセス

促進・支援するケース 想定されるシチュエーション 一言メモ

何かしらの問題・課題が
あることを知る・把握する
（組織課題、地域課題など）

・相談対応業務で、相談者から直
接問題を聞きとる。相談者自身が
自覚していない問題を察知する

・団体交流会や意見交換会を行
う中で問題が見える

・地域情報紙などから特定地域の
問題状況を知る

協働は「問題・課題解決の手
段」と言われるように、まずは解
決したい問題・課題の存在や
その内容を、日頃の業務を通じ
てキャッチする。

1

協働の要不要や効果性
を吟味・検討する
→協働という手法が有効
　かどうか、どういった協働
　が必要かを確認・検証

・個人ワーク、またはセンターの役
職員や外部の支援者などとの話
し合いの中から、問題解決のため
に「複数の主体による連携協働」
が有効かどうかを検討する。

・課題解決に必要な協働の関係
者、または関係者が持つ資源や
専門性を想定する

把握した問題への解決には、
一定の資源や専門性などが必
要と見込んだら、その資源を持
つ主体や組織に向けて働きか
けてみる。

2

組みたい・関わりたい
主体に働きかける

・登録団体や業務の関係先で知
り合った各主体に対し、協力や
参画の呼びかけ（または話合い
の設定）をする （→ネゴシエー
ション）

呼びかける相手が関わってく
れる動機を探る。その際に、
ネット等で呼びかけ相手の現
状や重要視していることなどの
情報を仕入れてみる。

3

組みたい・関わりたい主体
同士が話し合う場を設ける
（双方をつなぐ、組み合わせる）

・関係者が集う会合や意見交換
の中で、ワークショップを交え、各
主体の意向や状態を見える化・
共有する （→コーディネーショ
ン、会議ファシリテーション）

各参加者の強み（提供できる資
源、協力できること）各参加者の
弱み（不足しているもの・悩みご
と）、または、各者のミッションや
当年度重要事業などを棚卸しし
て、「つながり」ポイントを探る。

4

複数の主体の協働による
取組みを支援する
（事業化、事業の進捗管理）

・各主体が協働で取り組むプロ
ジェクトに協力者などの立場で
参画。

・MTG会場貸出し、スケジュール管
理、議事録作成、情報発信協力、
助成金等の情報提供などさまざま
な形での実務的な関与がありうる。

各主体によって、当たり前に共
有されていると考える常識・
ルール・マナー・言語・文化が
異なる可能性もあり、その齟齬
が基で協力関係が破綻するリ
スク有。それらの齟齬の解消や
予防なども重要。

5

協働で実行できた取組
みに関して情報を発信・
共有する

・プロジェクト内部で話し合ったこ
とや実務の進捗状況について情
報共有を図るケースもあり。

・プロジェクトの実施予定事業の広
報や、実施した事業内容の報告
（情報発信）の協力を行うことも。

近年はＩＴツールを活用して関
係者内部で情報共有できる手
法を活用、またはそれらを紹介
することが多い。ただし関係者
の性格によってツールの活用に
も制限があることも（例：ＩＴ苦
手な団体）。また、広報のツール
やルートの紹介もありうる。

6
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本紙の読み方

本紙は、山口県内の各市民活動支援センターで取り組まれた「協働ファシリテーション」（※）

の取組み事例や、そこで見受けられるノウハウを掲載したものです。

（※）本紙では「（協働）ファシリテーション」という言葉を以下のような意味合いで用いています。

　　   人々が関わり繋がることや、協働による取組みなどを支援・促進すること

　　 （参考：徳田太郎・鈴木まり子『ソーシャル・ファシリテーション』）

また、掲載にあたっては「協働ファシリテーションのプロセス」を以下のように掲げ（詳細は
p2参照）、このプロセスに応じて複数の事例を紹介しています。

協働を進めるにあたって特定のプロセスに課題や行き詰まりを感じる方は、各事例ページの
気になるプロセスの箇所をピックアップしてみる、という読み方もできます。

（たとえば、「各主体に協働を呼びかける時にうまくいかない」と思われる方は、各事例にお
いて「協働への声がけ」という項目の記事をチェックする、など）

なお、本紙作成にあたっては特に『くらし×○○　つなぎの手帖』（認定特定非営利活動法
人日本ＮＰＯセンター、特定非営利活動法人ふくおかＮＰＯセンター）を参考にさせていた
だきました。本紙の最後には、ふくおかＮＰＯセンター代表の古賀桃子さんから各掲載事例
に対していただいたコメントを掲載しています。合わせてご参照いただければと思います。
古賀さんには、本紙作成に向けて貴重なご助言やご協力を賜りました。深くお礼申し上げます。

① 問題・課題の把握

② 協働の検討

③ 働きかけ　

④ つなぐ（場の設定）

⑤ 事業化、進捗管理

⑥ 情報の共有・発信
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ファシリテーターの心がまえ

雑談力と応用力

協働のつなぎ手としていくつもの実績を持つスーパーファシリテーターが共通してもっているのが、「雑
談力」と「応用力」です。

「何か困ってることがありますか?」と尋ねるだけでは拾いあげることができない「困りごと」、当事者自
身も正確には掴みきれていない「困りごと」は、普段の何気ない雑談の中に隠れている、とスーパー
ファシリテーターたちは認識しています。そのため、日頃からさまざまな団体とのつながりを持ち、何気な
くかわしている会話の中からそうした「困りごと」を見つけだし、解決のための協働へとつなげていくこ
とを大切にしています。
また、「これ、いいな!」と思うような協働の事例に出会ったとき、スーパーファシリテーターたちが考えて
いるのは、「その取り組み、自分たちの地域でも応用して実践できないか」ということです。成功事例と
の出会いは、新たな協働を思いつく絶好の機会と捉えてほしい、と彼らはいいます。例えば、「内容を
変えたら、この県民活動団体とスポーツチームの協働は自分たちもできるな…」「中学校との協働実践
だけど、小学校でもできそうだな」等々、「つなげる先」や「つなげる視点」を自分の地域の現状に合うよ
う少しだけ変えて応用すれば、地元で必要とされている協働に生まれ変わらせることができるから、と。
最後に、「協働の声かけは、ダメもと…の精神で。もし断られても、それは新たなチャレンジへと方向転
換する良い機会だと捉えればいいだけ」というアドバイスも。

「雑談力」と「応用力」を鍛えてつなぎ手の能力を伸ばし、スーパーファシリテーターを目指しましょう!!

心がまえ・番外編

「困りごとは身近にある」という気持ちで
困っている人は皆相談するわけでもなく、自分の中に抱え込み目に見えて明らかでないこと
も多々あります。会話を通じて、相手方にどのような背景があるのか想像をめぐらしましょう。

地域のさまざまな動きに関心を
地域課題というものは日々変化を見せています。地域の状況とそれに対しての官民の動きには
日々アンテナをはっておきましょう。地元紙や行政の発行物、地域福祉計画なども地域の動き
を知る参考になります。

既存のつながり先や制度について予習を
マッチングやコーディネーションに際しては、当事者に関係する機関との関係づくりや情報共有は
不可欠。確認は密にしましょう。自分たちの得意と不得意を把握し、貢献ポイントを見つけ出して
いきましょう。制度について調べ、状況を把握しましょう。わからないことはその場で聞きましよう。

日頃から、異業種を含む多様なつながりづくりに努めておきましょう

一見、関係ないと思える組織・個人でも、いつ、どこで、どんな活動がパートナーとなりうるのか
可能性は想定を超えて広がっていきます。まちづくり・地域づくりに関連する会合には極力顔を
出しておきましょう。つながりが多様であるほど、いざという時に大きな宝になります。つながりの
持続のためには、SNSも有効です。

（参考資料/認定特定非営利活動法人日本NPOセンター・特定非営利活動法人ふくおかNPOセンター発行『つなぎの手帳』）
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長門市市民活動支援センター　市民サポートながと

2023年の開設以来、市民協働によるまちづくりを進める中核的支援
拠点として、長門市民を対象に講演会や各種講座、イベントなどを
定期的に開催し、市民活動支援センターについての周知を図ってい
る。社会課題の解決のため市民活動団体への支援を行うとともに、
地域に積極的に入っていき地域課題の解決や地域のコミュニティ活
動の支援にも注力しているのが特徴。公設公営での２年を経て、
2025年春には民営化の予定。

登録団体：23団体（2025年3月現在）

子どもまんなか防災ネットワーク
能登半島地震をきっかけに、子どもたちに防災を通して「命を守るこ
と」の大切さを伝えることと、防災を通して大人と子どもが集える地域
づくりを考えたいと、民生委員・児童委員、防災士や保育士などが集
まって2024年1月に設立。「あそぼうさい　まなぼうさい」をテーマ
に、遊びを通して子どもたちが防災を学ぶ場づくり、防災に関する知
識に専門家を交えて気軽にふれてもらえる場づくり、子育ての相談や
情報交換などが気軽にできる場作りの３つを中心に活動を展開中。

株式会社キロク
建設機械、ICT建機、医療福祉用具のリース・販売・修理、ドローン
事業を手がける。医療や介護・福祉などの資格保有者やドローン操
縦の資格保有者を有するという自社の専門性を活かすべく、地元自
治体との防災協定にも積極的に取り組み、建設機器、簡易トイレや
ADEなどの医療機器・福祉用具といった応急対策資材の供給、ド
ローンによる被害状況の把握などを行って、災害現場での迅速でき
め細やかな対応に努めている。学校や自治体、市民向けのAEDの使
い方や救命処置などの安全講習も行っている。

子どもまんなか防災ネットワーク × 株式会社キロク

協働の概要

市民活動支援センターが主催するイベント「市民
活動フェスティバル」に、センターからの声かけで、
防災をテーマに活動している市民活動団体と、長
門市と防災協定を結んだ企業が協働し、防災につ
いて学ぶ子どもむけのワークショップを出展した。

株式会社キロク
長門営業所

子どもまんなか
防災ネットワーク

支援 支援

協働

協働

・ 販促品のクレヨン、
　イベントツール用の
　マグネットシートの提供
・ 展示用の防災リュック、
　防災用品の提供

・ 市民活動フェスティバルの開催
・ 協働出展の呼びかけ

・ 「マイ防災リュック」の
　考案と、ツールの製作、実施

市民活動フェスティバルへの協働出展

長門市
市民活動支援センター
市民サポートながと

仲介

話合いを重ねて 得意技を組み合わせる
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困りごとの発見
「市民サポートながと」では、これまでも社会貢献活動
や市民活動の裾野が広がるようなイベントを定期的
に開催してきてはいるものの、今ひとつ市民の中に「市
民活動支援センターは何をするところなのか」という
情報が定着していないという思いを抱えていた。

つなぎ先・つなぐ視点
イベントでの団体の協働を模索していた時、「市民サ
ポートながと」は「防災」というキーワードでつながる2つ
のステークホルダーを思いつく。

協働への声がけ
「市民サポートながと」は、「子どもまんなか防災ネット
ワーク」と株式会社キロク長門営業所に、「防災と
SDGsについて体験しながら学ぶしくみづくり」を２団
体で考え、秋のイベントに協働で出展しないかと呼び
かける。

きっかけ
2024年9月
長門市市民活動支援センター「市民サポート
ながと」の主催イベントを秋に開催することが
決定する

市民活動フェスティバル2024「たしなむSDGsながとの
秋」と名付け、「市民活動・SDGsについて一人ひとりが考
えるきっかけをつくる」「子育てと仕事のワークバランスに
ついて学び、子育て中の人たちの交流促進を図る」という
ことを開催目的に掲げていました。

参加者に市民活動やセンターについての理解を深めても
らうためにも、SDGsにマッチするような内容で、市民活動
団体やNPO、また普段はそういうところとは協働をしない
企業など多様なステークホルダーが市民活動フェスティ
バルのイベントの中でなにかを協働して市民活動をア
ピールできないだろうかという思いがありました。

① 子どもまんなか防災ネットワーク

「防災」というキーワードを思いついたとき、株式会社キロ
クさんが2024年8月に長門市と防災協定（※1）を結ばれ
たことが頭に浮かんできました。

※1） 長門市と株式会社キロクの防災協定について
災害の発生またはその恐れがある場合に備え、応急対策資機
材の供給体制を構築し、被害の防止・早期復旧を図り、市民
の安全・安心をより強固なものにするというもの。長門市内で
地震や風水害などの災害が発生した際、被害の拡大防止と
早期復旧を目指して土木機械や発電機などの応急対策資機
材を素早い供給、オペレーター付きドローンによる被害情報
の把握などが盛り込まれている。

「協働」への第一歩は当事者意識を持つことだと考えま
す。つなぎ先として思いついた２つの団体は、いずれも活
動の柱の一つに「防災」を掲げておられます。この2団体
で何か協働できたら、防災という地域課題の解決に役立
つものが出来るのではないか、また市民に市民活動をア
ピールするよい機会になるのではと思いました。

キロクさんには仕事の関係で毎日のようにお世話に
なっていて、いただく情報やホームページから会社と
して防災に力を入れておられるのが分かりました。そ
れで所長さんにお会いした時に会の活動の話をした
ら共感してもらえて、「いつか何かコラボができたらい
いね」という話になって。それからひと月もしないうち
にセンターから今回の協働の話をもらったので、いい
機会だなと思い協働に向け会で動き始めることにし
ました。

重機や医療・福祉機器のレンタルなどで社会に貢献する
会社なので、自社で所有する機材やノウハウを災害復旧
や防災に役立てたいという思いを持っています。今回セ
ンターさんからお話をいただいた時、「地域を守りたい。
子どもたちの命を守りたい。防災に関する知識を広めた
い。そのために自分たちにできることをやろう」という思い
をお互いに持っているな、と思えたことが協働をお受けす
るきっかけになりました。

② 株式会社キロク

市民サポートながと
専門員
杉山 裕絵さん

「子どもまんなか防災ネットワーク」さんは、子どもと
一緒に防災を通して大人と子どもが集える地域の場
づくりを考えるため2024年1月に設立された市民活
動団体で、いろいろな活動を展開されていることに注
目していました。会員さんの専門性を活かしたオリジ
ナルの活動メニューを作って進んだ活動をされている
という印象がありましたし、これまで防災をテーマに
した団体は長門市にはなかったと思ったので、今回の
イベントに出ていただければ防災を活動のテーマに
した団体があることを知っていただくよい機会になる
のでは、と考えました。

つなぎてのヒント

つなぎてのヒント

つなぎてのヒント

株式会社キロク
長門営業所
所長
上岡 大輔さん

つながりてコメント

つながりてコメント

子どもまんなか防災ネットワーク
代表
山近 弘恵さん

両者にお声がけしたところ、「子どもまんなか防災ネットワーク」代表の山近
さんと株式会社キロク長門営業所長の上岡さんは建設業という本業を通じ
て既知の間柄であることが分かり、「防災」に対する思い、地域や子どもたち
に対する思いに多くの共通するものがあると感じたので、今回の協働は上
手くいくのではと思いました。
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協働のステップ

① 子どもまんなか防災ネットワーク ② 株式会社キロク

市民サポートながと
専門員
杉山 裕絵さん

つなぎてのヒント

つながりてコメント

株式会社キロク 長門営業所
所長
上岡 大輔さん

つながりてコメントつながりてコメント

子どもまんなか防災ネットワーク
代表
山近 弘恵さん

・私たちの強みは、民生委員・児童委員、防災士、保育士、
地域で活動している人などさまざまな専門分野での経
験を持っていることで、その専門性を活動に活かしてき
ました。

・全員がNPOや市民活動の経験者で、課題解決が早い
のもうちの強み。与えられた「課題」は「苦労」ではなく
「チャンス」と捉えています。今回の協働もチャンス、と。
・あえて課題として挙げるならば、活動資金。私たちは当
面、助成金をもらって大掛かりなことをするのではなく、
自分たちで出来る範囲で出来ることをやっていく方針。
今年の活動資金は、自分たちが出し合う会費と共同募
金の地域配分金を活用した長門市社協の団体助成（使
途限定なし）くらいだったので協働にかけられる費用は
潤沢とは言い難い状況。

・会員はいずれも多忙で、全員で集まる時間がとれない、
協働にかけられる時間は限られるということも課題とい
えば課題でした。

・弊社の強みは、リース会社なので重機や福祉機器などの
会社からの最新の情報が集まってくる環境にあること。
そうして得た情報をもとに、自社所有の機材を災害復旧
や防災時に役立てる方策やノウハウを常に考え、もしも
の時に使えるように備えています。

・しかし、非営利団体ではなく企業なので、単独で市民向
けのイベントに出て防災の知識などを紹介する機会は
ほぼありません。長門市との防災協定締結もこの話を
いただいく直前だったので、地元の民間とのつながりも
まだありませんでした。

・イベント会場での災害に役立つ重機や福祉機器の展
示、子ども向けの重機のシュミレータの出展などの経験
はあったのですが、今回の協働は屋内の限られたスペー
スなのでそうした自社のツールが使えない。時間がない
中、子どもが喜ぶプランを一から考えるのは難しいな、
と思いました。

市民活動団体との協働は経験がなかったので最初は
何をしていいのか戸惑いました。が、お互いがフェアで
Win-Winになるには?と考えたことで、お互いが出来
る範囲で出来ることをやっていこうと役割分担するこ
とができ、スムーズに進めていけるようになりました。

「経験値がない屋内での子ども向けの活動を考える
のは経験値のある『子どもまんなか防災ネットワーク』
さんに任せる」「補えることがあればやるし、出来るこ
とをやっていく」としました。

山近さんには、「もし会の方で何か困っていることがあ
れば、サポートするから何でも相談してよ」と伝えまし
た。実際にイベントの準備を初めてみると色々と話し
合う必要も出てきて、短時間でも話し合う機会を設け
るよう努めました。

Step2 「市民サポートながと」によるファシリテート
それぞれの団体の専門性〈強み〉と
困りごと〈課題〉の整理

「市民サポートながと」のファシリテートにより、協働
内容をプランしていくために必要な、それぞれの団
体の「出来ること」と「課題となっていること」の整理
を行なった。

Step3 協働内容の役割分担決めと調整
イベント出展にむけて具体的な準備をする協働
がスタートしたものの、２団体ともメンバーが多忙
で両団体揃っての打ち合わせ会議は開催出来
ず。協働のイベント準備にさける時間にも限りがあ
るため、それぞれの団体内で協議した内容を代
表間の打ち合わせですり合わせしていくことに
なった。

イベントでの協働は、防災リュックを展示し、必要
な防災グッズについてマグネット塗り絵などを利
用して、遊びながら学ぶ形で行おうということにな
りました。子どもたちが新しい発見をすること、楽
しみながら学ぶことを目標としました。

Step1 「市民サポートながと」によるファシリテート
話し合いの場の設置
2024年9月26日

「防災」をテーマに市民活動フェスティバルのイベ
ントの中で何か協働でできないか。市民サポート
ながとが間に入って2団体が話し合う場を設け、案
を出し合った結果、テーマは「好奇心と防災～あ
そ防災～」に決定。

どちらも元々力のある団体さんだったので、この後
は２団体さんががほとんど自分たちの力で協働を
進めてくださいました。センターとしては、進捗や
困りごとがないか等の確認の電話を時折入れるく
らいであまりお手伝いをすることはありませんで
した。
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株式会社キロク
長門営業所
所長
上岡 大輔さん

つながりてコメント

つながりてコメント

つながりてコメント

子どもまんなか
防災ネットワーク
代表
山近 弘恵さん

今回一番苦労したのは、短期間で協働内容を決めなけれ
ばならないことでした。まず自分たちのやりたいことが整
理できてなかったし、キロクさんとどう役割分担してコラ
ボしていくのかを考えるのが難しく、ギリギリまで模索す
ることになりました。

キロクさんには、準備段階でいろいろ出てくる困りごとを
都度都度相談させてもらえたので、解決も早くてすごく助
かりました。お互い時間のない中、電話や本業で顔を合わ
す機会を利用して手短に打ち合わせ、さまざまなことを調
整していきました。両団体が同じ目線、同じ思いで協働に
取り組んでいたので何でも話ができたし、相手の相談を
受け止めることも出来たのだと思います。

準備を進める中、イベントで使うツール作りにマグネット
シートが、そして当日の塗り絵用にクレヨンが必要となりま
した。しかし、会の活動費でそれらを賄うのは厳しかったの
でキロクさんに相談させてもらったら、「うちに販促品があ
るのでそれを活用しましょう。マグネットシートもうちで提
供します」と。大変助かりました。キロクさんの提供がな
かったら「マイ防災リュックと題して」は実施できなかった。

イベントに必要なツールの相談とともに、「子どもまんな
か防災ネットワーク」さんから「防災用品のイラストに塗り
絵をするので、そばに本物の防災リュックを展示して見て
もらえるといいと思う」という相談があり、だったら弊社が
持っている防災リュックとその中身を展示しましょう、と。
加えて、せっかくの機会だから防災用品の体験も、という
ことで、保温アルミシートの現物を用意して来場の親子に
実際に羽織って暖かさを体感してもらうのはどうか、と提
案しました。

Step4 イベント出展に向けて
調整が進み、イベントの出展内容が決定。

「子どもまんなか防災ネットワーク」は来場し
た親子向けにオリジナルで考案した「マイ防
災リュック」（※2）と題したというアクティビティ
を実施し、その側で株式会社キロクが防災
リュックの実物を展示して、親子で防災につ
いて学んでもらうことに。

まず、子どもが「マイ防災リュック」で防災用品の塗り絵に
取りかかる。すると親はその側にくるので、防災リュックの
実物を見ることができる。そういう形で親と子の両方に楽
しんで防災を学んでもらえてよかったと思います。

「マイ防災リュック」では、親ではなく子どもが必要な防災
用品を自分で考えて選ぶので、防災を自分ごととして捉え
られるようになるのではないかと考えています。今回のイ
ベントでもしもの時に必要なものについて考えたり防災
リュックを見たりした経験が、災害が起きたときに役立っ
てくれればいいなと思っています。

塗り絵はマグネットにして、お土産で持ち帰ってもらえるよ
うにしています。このひと工夫で、イベントで楽しむだけの
一過性のものではなくしました。自宅に持ち帰った後は冷
蔵庫などに貼ってもらって、子どもたちがイベントで考えた
ことを思い出したり、家族の中で防災の話題が出てくる
きっかけになってくれるといいなと願っています。

防災リュックや防災用品の実物にふれる機会は、購入をし
ない限りあまりないと思います。実物に触ってもらって防災
用品の機能を体感してもらうことで、まさかの時に必要な備
えをしてもらえるようになったらといいなと思っています。

2024年11月9日
「たしなむSDGs　ながとの秋」に、「好奇心と防災～
あそ防災～」をテーマに２団体で協働出展。来場者に
防災について楽しみながら学んでもらった。

つながりてコメント

つながりてコメント

8

NPO × 企業の協働 長門市



協働を終えて・・・

長門市市民活動支援センター

センターとしては、今回の協働は、大成功だったと感じて
います。参加してくれた子どもたちや保護者からは、「楽し
かった」「またぜひ参加したい」という声が寄せられ、実際
に楽しんでいる様子がとても印象的でした。そして何より、
協働した団体同士からも満足度の高いフィードバックを
いただけたことが嬉しかったです。
また、目標としていた「防災について遊びながら学ぶ。新し
い発見をする」ということが実現できていたと思います。反
省点としては、団体さんから協働の中でのそれぞれの役
割分担が難しかったと伺ったので、次回からはそのあたり
もしっかり支援していくようにしたいと思います。

株式会社キロク長門営業所

経験値の浅い私たちでも「子どもまんなか防災ネットワー
ク」さんと手を取り合ってやっていくことで、子どもたちに実
のあるイベントを作ることが出来ました。皆さんとのつなが
りも出来ましたし、リピートしたくなる気持ちも芽生えまし
た。また、私たち自身、今回たくさんのことを学ばせてもら
いましたので、それらを今後の活動に活かしていくようにし
たいです。今回の協働は、凸と凹のようにお互いができる
ことが上手く噛み合っているなと感じました。時に3対7あ
るいは7対3になりながらお互いに譲りあって、頼ったり頼
られたりしながら寄り添って進めていくことが協働を成功
に導くコツなのではないかと思います。

子どもまんなか防災ネットワーク

協働は初めてでしたが、やってみて本当に良かったなと
思いました。私たちの団体だけでは出来なかったことが実
現出来ましたし、協働することで新しい視点が生まれ活動
のメニューが広がることが分かりました。つながることの大
切さも改めて感じました。困りごとが出てきた時、相談する
相手がいることもありがたかったです。災害が起きても生
き残るための知恵「防災」は、子どもの頃から学んでいな
いと身につかないと思います。「また防災か…」と飽きられ
ないよう、これからも手を変え品を変え、いろいろなところ
とつながったりもしながら、自分たちの出来る活動を地域
で続けていきたいです。

「子どもまんなか防災ネットワーク」が考案した
アクティビティ「マイ防災リュック」って?

1.塗り絵用に防災リュックに入っている防災用品の5cm四
方のイラストを10数種類用意し、「もしもの時に自分が防
災リュックに入れて持っていきたものはどれ?」と子どもた
ちに考えてもらい、必要と思う防災用品を2、3点選んでも
らう。

2.選んだ防災用品に好きな色を塗ってもらいながら、それを
選んだ理由を尋ねたり、「もしもの時に本当に必要なもの
は何だろう?」といった話をすることで、塗り絵を楽しみな
がら防災について学んでもらう。

3.塗り絵の裏はマグネットシートになっているので、自分で
色を塗った防災用品のイラストは自宅に持ち帰り、冷蔵
庫など普段目につくところに貼って活用してもらう。 

団体側も企業側も、ともに「また来年も協働で何かに
取り組みたいね」と次の展開を模索されているそう
です。

「マイ防災リュック」を思いついた当初、5cm四方の塗り絵は小さい子
には難しいかもと悩んだのですが、保育士をしている会員から「大事
なのは、子どもが自分で選んだ色で好きに塗り絵を楽しむこと。はみ
出すのは問題じゃない」と助言があり、そのまま進めていくことに。会
員が自宅で切ったり貼ったりと非常にアナログな手法で作ったツー
ルですが、子育て中の会員のアイディアなども入れ試行錯誤して完成
させた自信作です。

子どもまんなか
防災ネットワーク
代表
山近 弘恵さん

つながりてコメント

その後 …
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山陽小野田市民活動センター

2024年4月開設。開設一年目の現在は、地元の自治体関係者や諸
団体、企業、自治会等との関係づくりに注力している。予約不要（無
料）の交流ホール、作業スペースと、予約（有料）が必要な会議室を備
える。山陽小野田市福祉センター、山陽小野田市公園通り出張所、
山口銀行小野田支店西の浜出張所、小野田商工会議所、山陽小野
田市地域職業相談室、山口東京理科大学学生寮、チャレンジショッ
プ（897Cafe）が同じビル内に入居した特色を活かすべく、いつでも
気軽に立ち寄ったり相談してもらえるセンターでありたいと、来訪者を
温かく迎えるよう努めている。

登録団体：72団体（2025年3月現在）

NPO法人DreamShare （ドリームシェア）

2021年5月20日設立。未来ある子どもたち
が健全に成長し自立心をもった人間になれ
るように、ダンス・ポーカル・アートを３本柱
に、プロの指導によるレッスンや本物に触れ
るワークショップなど多彩な研究所（LABO）
活動を行っている。また、悩み迷う子どもたち
や保護者の心に寄り添う支援をと、気軽にな
んでも相談できる相談所の開設・運営、子ど
もたちの職業体験、食育事業、自立支援、就
労支援等も行っている。

株式会社レノファ山口
山口県に拠点を置くプロサッカーチーム「レノ
ファ山口FC」の運営会社。レノファ山口FCが
目指すのは、「心をつなぎ、感動を届けること
で多くの皆様に夢・感動・元気を与えられるク
ラブ」。山口県下19の市町全部がホームタウ
ンという、Jリーグ内でもめずらしいスタイルで
運営されており、ホームゲームでは19市町の

「ホームタウンデー」を設け、試合前に自治体
と連携した活動を行うなど、地域との連携や
まちづくりなどの社会貢献にも積極的に取り
組んでいる。

レノファに会えるまちSC (サポーターズクラブ)

「みんなで何かを応援することで連帯や結束
といった”つながり”が生まれる」をモットーに、
パブリックビューイングなどレノファ山口FCへ
の応援活動を通じて、「レノファに会えるまち
山陽小野田」を盛り上げていく活動を行って
いる。レノファ山口FCの魅力を発信し、これま
で身近に”レノファ”を感じていなかった山陽
小野田市民も熱狂の渦に巻き込みたいと意
気込む。

NPO法人DreamShare × 株式会社レノファ山口

協働の概要

発表の場の確保に苦労している市民活動団体を、
プロサッカーチームを運営する企業、そのサッカー
チームを応援することでまちづくりに貢献する市民
活動団体とつなぎ、協働を実践

ムリのない協働で 課題解決を図る

レノファに会えるまち
SC(サポーターズクラブ)

株式会社
レノファ山口

NPO法人
DreamShare
（ドリームシェア） 相談

施設利用

相談

応援

応援

機会提供

相談

施設利用

機会提供
山陽小野田
市民活動
センター

仲介
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困りごとの発見
２回のミートアップイベントを通じて、センターではそれぞれの
団体が抱える課題を把握。そのうちの一つに、NPO法人
Dream Shareが抱える「子どもたちが一生懸命ダンスを練
習しても、それを披露する場が少ないのが残念」という課題
があった。

つなぎ先・つなぐ視点
Dream Shareの課題解決のために、同じ地域内で発表の
場を提供できる団体との協働を模索した結果、２つの繋ぎ先
候補が見つかる。

きっかけ
2024年6月24日・9月21日
「さんようおのだ コミュニティ・ミートアップ」
 イベントの開催
新たにオープンした市民活動支援センターの利用促進を図
るため、市民へのオープン告知も兼ね、地元の市民活動団
体が交流するイベントを開催。

団体さん同士の交流はもちろんのこと、イベントきっか
けに一般市民の方にもセンターに足を運んでいただい
て、まずはうちのことを知っていただき、これから気軽に
訪問したり利用したりするようになってほしい思いがあ
りました。

春に活動を開始したばかりで、うちのセンターはまだ登
録団体の活動状況や特性、抱えている問題などについて
の詳しい情報を持っていませんでした。そこで、イベント
でのオープンな交流を通じて、参加されたさまざまな市
民団体からそうした情報をヒアリングしたり、他団体との
協働の可能性を探ったり、今後支援をしていく上で必要
な信頼関係の構築を図っていきたいと考えていました。

Dream Shareさんはセンターの開館以来、センター会
議室を利用して、ダンス（チア、コンテンポラリー）、体幹
トレーニング、ヴォーカルレッスン、学習支援の活動をさ
れています。週に３、４回ここに来られていて、その度に
センターに立ち寄ってセンターのスタッフと話をしてい
かれていました。そうした日頃の雑談から得た情報も、
今回の課題解決のための協働に役立ちました。

協働への声がけ
1センターは、NPO法人Dream Share

に株式会社レノファ山口とレノファに
会えるまちSCさんとの協働の可能性
について相談

① 株式会社レノファ山口

「レノファに会えるまちSC」さんは、山陽小野田市民向けの
レノファ山口FCの試合のパプリックビューイングの会場に
センターの貸し会議室を利用されていました。

Dream Shareさんのダンスチームは、レノファ山口FCを応
援するチアダンス。パブリックビューイング会場で、サッ
カーの試合の前に応援のチアダンスを踊ることは、発表の
場として最適なのではないか。チアダンスで観客の応援も
盛り上がるのでは、と考えました。

NPO 法人としてさまざまな活動をする中で、活動に理解を得られてない
のかなと感じることも少なくなく、「独りよがりになってるのかな」「このま
ま活動を続けていく意味があるのだろうか」と悩んでいた時期にこのセン
ターができ、「話しにおいでよ」と誘われ、活動で訪れるたびに立ち寄って
いました。そんな私の話を聞き、それを紐解いて「いやいやそれは一人でや
らなくていいよ。私たちがちょっと手伝ってあげよう」とセンターのスタッフ
さんが言ってくださった。うれしかった。雑談のようなお話をしているうちに
こんがらがっていた問題がぱぁっとほどけていったんです。

② レノファに会えるまちSC(サポーターズクラブ)

山陽小野田
市民活動センター
センター長
青木 義一さん

山陽小野田
市民活動センター
乾 智さん

Dream Shareさんの活動の一つに、チアダンスのチームが
あることを知り、「チアといえば試合の応援」という発想か
ら、「スポーツでまちづくりを推進したい」という企業理念を
持ち地域貢献に取り組んでいるプロスポーツチーム「レノ
ファ山口FC」と何か協働できないだろうかと考えました

山陽小野田市にはレノファ山口FCのトップチームの練習環
境を整えた小野田市立サッカー交流公園「おのサンサッ
カーパーク」があり、センターはそこの指定管理を通じて
（※1）株式会社レノファ山口とつながりがありました。

※1 おのサンサッカーパーク（山陽小野田市立サッカー交流公園）の
管理運営業務は2023年4月からレノファ・アクティオ共同体が行っ
ている。代表企業は株式会社レノファ山口。アクティオ株式会社（山
陽小野田市民活動センターの指定管理者）は構成企業として施設
の運営管理を行う。

快諾を得る

この町にはレノファ山口FCのファンが多いし、どこをみてもレノファカラー
のオレンジがある。そんな市民に身近なスポーツチームなのに、そこを応援
するチアダンスチームがこの町にはない。だったら私たちがレノファ山口を
応援するチアダンスをこの町でする、勝手に応援するのだから構わないで
しょ、というような私の妄想をセンターの方に聞いてもらっていました。

つなぎてのヒント

つなぎてのヒント

つなぎてのヒント

NPO法人
Dream Share
寳住 桂さん

つながりてコメント
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2024年10月1日
ワークショップの実施
「Dream Share」と「レノファに会えるまちSC」との協働に向
け、まずはそれぞれの団体が抱える課題と提供できる資源と
を整理するため、外部からワークショップの専門家を招いて
意見交換会を開催することにしました。双方に話し合いへの
参加を双方に呼びかけ、ワークショップでの意見交換を経
て、「レノファに会えるまちSC」とは、

10月6日にセンターの貸し会議室で開催されるレノファ山口
FCの試合のパブリックビューイング会場で、試合前に
Dream Shareがチアダンスを披露する形での協働が決定。

2 センターは「株式会社レノファ山口」
に、「おのサンサッカーパーク」指定管
理者を通じて、地元市民活動団体の
チアダンスのチームに発表の場を提
供するという形で協働ができないかを
打診

3 「レノファに会えるまちSC」に、パブリッ
クビューイング会場でのチアダンスの
披露をセンターから打診。

協働のステップ
株式会社レノファ山口と
協働内容についての話し合い
協働先にあまり負担をかけないようにするため、レノファ山口
との交渉の窓口は、センターに１本化。
二者間で具体的な協働内容を話し合った結果、10月13日
に「おのサンサッカーパーク」で開催されるレノファ山口FCと
ファンや地域住民との交流イベント「オータムフェス2024」
で、Dream Shareがチアダンスを披露する場をセッティング
することが決定。

協働を受けていただいたのはJリーグの開催期間中であ
り、レノファ山口さん側は本業で非常に忙しい時期にあ
たりました。そんな中、協働に向けての話し合いの場に
参加いただくことは難しいと考えました。多忙な相手先
に協働であまり負担をかけたくないという思いもあった
ので、サッカーパークの指定管理業務の関係でレノファ
さんと接触する機会を利用して、具体的にどんな協働が
実現可能かを話し合ったり実現に向けての調整をして
いくこととしました。

山陽小野田市に「Dream Share」さんというレノファを
応援するチアダンスチームがあるということを知ってい
る市民はまだ少なかったので、まずは山陽小野田市の
レノファファンの方々にその存在を知ってもらえて良
かったです。

株式会社レノファ山口
内山 凌佑さん快諾を得る

快諾を得る

県内における私たちの強みは、情報の発信力や集客力の多さだと思って
います。そういった強みを地域の方々に還元していくということもクラブと
して大切なことだと考えていますので、お申し出に協力させていただくこと
としました。

ありがたいことに、私たちもいろいろなところから連携のお声がけをいただ
くのですが、その全てにお応えするのは難しい。サッカーパークの指定管理
で連携しているところからのご相談だったというのが、今回のお話を受ける
にあたって大きかったかなと思います

今回の連携は、こちら側が何か特別に準備するというわ
けではなく、私たちの場所をご活用いたたく、という認識
でおります。実際必要だったのは、通常と変わらない多
少の社内調整と当日の動きや時間割などの細かい内容
の調整をセンターさんと行うだけだったので、負担はほ
とんどありませんでした。

レノファ山口さんの「オータムフェス」という大舞台の前
に協働で実現したこの場で、練習してきたチアを観客
の目の前で披露し、皆さんから拍手をいただけたことは
子どもたちが本番に向けての心構えをつくる上でとて
も良い経験になりました。

ここでのチアダンスの披露は、チームの子どもたちが何
かしら夢に近づくための一歩にしたかったし、レノファ
を応援して試合に勝ってほしいと思う気持ちが子ども
たちが自分を奮い立たせる力になってくれたらいいな、
と考えていました。そんな私たちの思いもセンターさん
には話していました。

2024年10月6日
市民活動支援センター会議室のパプリックビューイング会
場の観覧者の前で、Dream Shareのダンスチームの子ども
たちが応援のチアダンスを披露。

ワークショップで
双方の資源と問
題を棚卸し

つながりてコメント

つながりてコメント

つなぎてのヒント

つなぎてのヒント

つながりてコメント
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今回のフェス終了後も、団体からは引き続きレノファ
の応援をしていきたいという声が挙がっていました。

協働を終えて・・・

「チア」には、人を応援するとか、人を元気づける
という定義があるんです。
私たちは、チアダンスでこの町の人たちも元気に
なってほしいという思いも込めて踊っています。

山陽小野田市民活動センター

レノファ山口FC さんとは、「おのさんサッカーパーク」の指
定管理を通じてつながりがあり、レノファ山口FCさんの「地
元に使ってもらう立場」という企業方針を伺っていたので、
市民活動センター開設一年目の今年、何か一緒に地元に
根ざしたものができないだろうかと考えていました。セン
ターが間に入ってうちの登録団体さんとうまくつなげば、両
方がWin-Winの形で出来るのではないか、と。
今回、DreamShareさんとお会いする機会があって、こん
なことをやりたいというお話を伺って、前々からやりたかっ
た地元との協働の話を進めさせてもらって、とてもいい形
で実現できた。イベント現場でチアを踊っている子どもた
ちの笑顔を見て、「ああ、みんな頑張ったんだね。これが実
現できて良かった」と本当に嬉しかったです。
でも、これで終わりではない。こういうことの積み重ねが大
事なのだ思います。これからもいろんな市民活動団体さん
を応援していきたいし、レノファ山口FCさんともまたいろい
ろなことをやっていきたい。センターは「つなぎ役」です。場
所も提供するし、何かあったら相談にも乗る。皆さんに使っ
ていただいて、山陽小野田をいいまちにするお手伝いをし
ていきたいと思っています。

株式会社レノファ山口

私たちプロスポーツチームは、ファンやサポーター、パート
ナー企業さんなどに支えていただいて成り立っています
ので、所属するJリーグの理念にも掲げられている通り、私
たちには地域社会への貢献とか地域と連携した事業を
行っていくという使命があると考えています。ありがたいこ
とに、多くの県民の皆様は私たちの名前をご存知だと思
いますが、まだまだ私たちのホームゲームを観に来られて
いる方は少ないので、今回のようにダンスチームの舞台を
きっかけになど、サッカーとは違った切り口でレノファ山口
FCにふれる方や来場される方がいらっしゃれば、それは
クラブとしてもありがたいことだと思っています。

NPO法人Dream Share

今までの活動の経験から、団体が企業に直接働きかける
のは非常に難しいということは知っていました。今回は市
民活動支援センターさんに間に入っていただいたので、
私たち単独では叶わなかったであろうレノファ山口さんと
の協働が実現しました。お願いしたわけでもないのに、私
の話に耳を傾け、その思いを汲み、背中を押して協働へと
促し、子どもたちの将来の糧になるであろう「レノファ山口
FCの舞台で発表する」という活動のサポートをしてくだ
さったセンターさんには本当に感謝しかありません。協働
が決まって、子どもたちはレノファ山口のサッカー場でチア
をすることをとても楽しみにしていました。チアの後には縁
日でレノファの選手たちのお手伝いもできたので、自分た
ちが今回何かレノファの役に立ったと感じられてとても喜
んでいるようでした。センターさんへの恩返しの気持ちも
込めて、今後より一層活動を充実させていきたいと思って
います。また新たな協働が生まれることが楽しみです。セン
ターさんには、変わらずそのサポートをお願いできたらと
思っています。

社会連携活動においては、私たちは課題を解決するた
めに「使われる側」であるというスタンスを大事にして
います。今回私たちの「場」を使っていただくことで課題
が解決し、また活動に参加した子どもさんたちにも喜ん
でいただけたのなら、協働した価値はあったと思います
し、素直に嬉しいなと思います。

2024年10月13日
「おのサンサッカーパーク」で開催された「オータムフェス」
で、Dream Shareのダンスチームがレノファ・カラーのオレン
ジのポンポンを持ち応援のチアダンスを披露

つながりてコメント

その後 …
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企業のメリット
 ・「社会貢献を行う企業」としての評判が得られる
 ・地域になくてはならない企業のイメージが広がる
 ・寄附つき商品は「売れやすい」「購買リピート率が高い」傾向がある
 ・寄附つき商品として差別化することで販促、新規顧客の開拓につながる
 ・売れれば売れるほど地域課題の解決につながる
 ・独自に社会貢献プログラムを開発する手間がかからない
 ・顧客と社会をよくするパートナーとしてのつながりが
　持てるようになる

NPOのメリット
 ・活動資金が得られる
 ・自分たちの活動をより広く世の中に伝えられる

消費者のメリット
 ・寄附つき商品を購入することで
　地域課題の解決に貢献できる。

ビジネスと社会貢献が両立する協働の仕組み「支え人。」

Column

10年ほど前に始まった「支え人。」という協働のプロジェクトがあります。
今も続くこの協働の仕組みを創ったのは、山口市市民活動支援セン
ター「さぽらんて」。このコラムでは、「支え人。」の概要、仕組みづくりを始
めたきっかけや成果、長続きの理由などについて紹介しています。協働の
仕組みを創る際の参考になさってください。

顧客・市民

企業
③ NPO応援
寄附つき
商品づくり

NPO
① 寄附で行う
事業を整理

⑦ お礼・事業の報告

⑥ 寄附

⑤ 購入HP等でお礼・事業報告

④ 寄附つき商品
      ・サービスの提供

購入商品を通じて
NPOを知る

② 企業へプレゼンテーション

「支え人。」とは
「寄付つき商品」というカタチで、社会を支えるNPOを企業と消費者が支える協働の仕組みです。2013
年に「さぽらんて」が、企業×NPOのつながりから地域全体を巻き込んだ公共を支える新たな協働の
仕組みとして創りました。この仕組みの中では、参加する企業も、NPOも、消費者も、互いの「支え人」で
あることから、この名がつけられました。

企業×NPO×私たち　“買う”社会貢献プロジェクト「支え人。」
支える、しくみ

寄附つき商品とは
企業とNPOなどの団体がパートナーシップを組み、社会課題解決のために企業のマーケティン
グを活用するという仕組みのことです。製品の売上に応じて企業がNPO等に寄附を行い、その
際に「製品が『寄附こみ』であること、その製品を買うことによって消費者は社会課題の解決に貢
献できる」ことをPRし、製品のマーケティングの一環として活用する、という手法です。企業には
販売促進に加え社会貢献をする企業としての評判が獲得できるというメリットがあり、NPOには
活動資金が獲得できると同時に自分たちの活動をPRできるというメリットがあります。

「支え人。」のプロジェクトに参加することで得られるメリット

参考資料：さはぽらんて発行『かわら版 第1号』
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始められたきっかけは? NPOの財源確保や安定運営のためのマネジメント支援を行う中で、少なくないNPOが
抱えていた資金不足という課題を、NPOと企業とをマッチングした「寄附つき商品」とい
う形で解決できないかと、当時山口県共同募金会で「募金百貨店」のプロジェクトを手
掛けておられた久津摩和弘さん（※1）に相談したのがはじまりです。

※1　赤い羽根CRM企画「募金百貨店プロジェクト」創設者。2018年6月～日本ファンドレイジング協会理事。

それが2013年? ちょうど認定NPO法人の制度がスタートした時期で、寄附文化の醸成をしていきたいと
いう思いもありました。そこで、山口県のプロポーザルに参加して寄附文化醸成事業を
受託し、補助金をいただいてこの協働のプロジェクトをスタートしました。

参加者はどうやって
集めたの?

企業は、商工会などを通して、寄附に興味があるという企業をお手上げ方式で募集し、
来ていただきました。一方、NPOの方は事前にさぽらんてでプロジェクトへの参加条件
を設定し、その条件をクリアした団体に参加していただくようにしました。

NPOに選定基準を
設けたのはなぜ?

企業からお金をいただくことになりますので、どんな団体でもOKには出来ないと考えたの
です。そこで「法人格をもっていること」「会計処理・報告が適切にできること」「寄附を集め
るという意識が団体にきちんとあること」という条件で参加していただけるNPO法人を選
出しました。スタート時に数を増やしすぎるとプロジェクトの管理が難しくなるという懸念が
あったのもNPOの数を絞った理由の一つです。

① 企業説明会の開催
② NPOのプレゼンテーション
③ 企業とNPO法人のマッチング
④ 寄附つき商品の開発
⑤ 販促活動
⑥ 寄附金の贈呈式・NPOの報告

進め方

なぜ企業とNPOを
マッチング？

「支え人。」の協働の仕組みは、「この活動を応援したいから寄附する」という「目的ありき」
の寄附としていることが特徴です。ですので、プロジェクトに参加したいという企業には「ど
こに寄附をしたいか」「どういう形で寄附をしたいか」「どういう思いを持って参加したか」
といったことを細かくヒアリングし、目的の合うNPOとマッチングする必要がありました。

マッチングの次は何を? 「寄附つき商品」の開発です。この協働のプロジェクトで一番手間と時間がかかり、また一
番苦労するところでもあります。

教えて！「さぽらんて」さん
「支え人。」Q&A

Ｑ

「支え人。」の
プロジェクトの進め方は?

まず、企業を招いてプロジェクトの説明会を開き、そこでNPOに活動のプレゼンをしてい
ただきました。そして、説明会に参加された企業にヒアリングを行って、企業とNPO法人
とをマッチングしました。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ
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なぜ開発が必要で
それに手間がかかるの?

寄附つき商品を買う消費者が寄附の理由に納得できないと購入につながらない。結
果、寄附が集まらないことになるからです。
そこで、さぽらんてとコンサルをお願いしていた久津摩さん、マッチングしたNPO法
人と企業とで、まず「何を寄附つき商品にするのか」ということをものすごく時間をかけ
て整理していきました。何度も何度も会議を重ね、企業理念とNPOの理念がつなが
るストーリーを見つけ、消費者の共感が得られるストーリーを開発していきました。本
当に寄附つき商品のアイディアが出ては消え、出ては消え、みたいな感じで。ものすご
い数の会議を重ね、最終的に残ったものが「寄付つき商品」として売り出されることに
なりました。

開発時に心がけたことは? 新規で商品企画とすると企業側の負担やリスクが大きくなるので、なるべく既存の商
品やサービスを活用して作ること。また、寄付額は1～10%程度と少額にして、その代
わり長続きするようにするということも心がけました。

寄付つき商品はNP0と
企業の組み合わせごとに
違う?

はい。
企業ごとに寄附の目的はそれぞれ違うので。企業×NPOそれぞれのマッチングごと
に開発をしていきました。

どんな寄附つき商品
があるの?

例えば、山口おやこ劇場として発足した認定NPO法人こどもステーション山口さん
と、木のおもちゃ専門店のリンドヴルムさんのマッチングでは、「ぬくもりプロジェクト」
という寄附つき商品を開発しました。
木のおもちゃのぬくもりは五感を刺激し、作りがシンプルな分遊び方のバリエーション
が豊富で子どもの遊びを育てると言われています。また、生の観劇も子どもの五感を
刺激し、豊かな感性とイマジネーションを育みます。そして、どちらもその時間を親子で
共有することを大事にしている点が、こどもステーション山口さんとリンドヴルムさん
の共通点。「ぬくもりプロジェクト」に込められた共感のストーリーです。リンドヴルムさ
んには、「子どもたちに本当に大切なものを伝える活動を応援します！」と、プロジェク
ト参加以来9年間ずっと寄附していただいています。

教えて！「さぽらんて」さん
「支え人。」Q&A

平成6年度に実施された「支え人。」のプロジェクト

 × （株）メルシー「おかげさまプロジェクト」　 10年目
  ※対象商品1個につき1円寄附

 × リンドヴルム「ぬくもりプロジェクト」　 9年目
  ※積み木の売上の5%、
  　こどもステーション山口の例会での販売品の5%を寄附

 × POLAsweet　「とっておきの時間プロジェクト」　 5年目
  ※エステのボディコースの売上の0.5%を寄附

NPO法人あっと × （株）モリイケ「楽しい子育て応援文具」　 10年目
  ※対象商品の売上の1～3%を寄附

認定NPO法人
こどもステーション山口

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ
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10年経った
プロジェクトの成果は?

10年間の寄附総額は、1,755,699円です。2013年のスタート時は3法人6社で始ま
りましたが、その後NPO法人が1つ解散して現在は2法人4社のプロジェクトになって
います。この10年の間、企業がプロジェクトから撤退されたこともありましたが、いずれ
も続けたくても閉店などやむを得ない事情によるもので、「もう応援できません」という
マイナスな理由ではありませんでした。つまり、それは企業側もこのプロジェクトでの寄
附にメリットを感じておられるからではないかと思っています。

なぜ10年も続けて
こられたの?

まず第一は、企業とNPO法人との相性の良さかな、と思います。企業とNPOのマッチ
ングを初期段階でしっかりファシリテートしたことが大きかった。またさぽらんての伴
走がなくなった後は、企業とNPOが贈呈式などの定期的なイベントを通じて直接や
りとりをして、担当者が変わってもプロジェクトの話を進められるような良好な関係を
維持されていることも大きいと思います。
企業とNPO双方にメリットがあるWin-Winの形での協働、両者とも無理のない形で
の協働としたこと、消費者も参加できる開かれた仕組みとして評価されていること、な
ども長続きの要因になっていると思います。

さぽらんてさんの
伴走が途中でなくなる?

ヒアリングやマッチング、寄附つき商品の開発など、プロジェクトの立ち上げ当初は深
く関わりファシリテートしていきますが、その後はしばらく伴走して離れます。立ち位置
としては、あくまでサポート。だから、途中から離れる前提で最初に企業とNPOをマッ
チングしています。ちなみに寄附金もさぽらんてを経由せず、企業とNPOで直接やり
取りをしていただいてます。また、寄附金は必ず年に1回贈呈式をやって企業から
NPOに直接渡していただき、NPOからは御礼の言葉を伝えていただくようにしてい
ます。その贈呈式には毎年さぽらんてもお邪魔していて、プロジェクトの経過などにつ
いて伺って、webや会報で「支え人。」についての情報発信をしています。

ずっとファシリテート
しなくてはいけないという
仕組みにはしていない?

はい。
立ち上げ当初は丁寧に完璧に近い形でファシリテートして、あとはマッチングした企
業とNPOとで自走していただく形、それで協働が続いていく仕組みになっています。

課題は? 企業とNPOの結びつきが強い分、寄付先が解散などでなくなってしまうと次の寄附
先へとなかなかつなげにくいという課題があります。
また、「支え人。」の協働の仕組みを作って以来、ありがたいことにこの10年ずっと活
用されてきているのですが、最初のマッチング以降は諸事情あって残念ながら説明
会と新たなマッチングを行えていません。それが課題といえば課題です。もっとこの仕
組みを活用していけるよう努めなければと思っています。

教えて！「さぽらんて」さん
「支え人。」Q&A

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ
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山口市市民活動支援センター 「さぽらんて」

「さぽらんては、みんなのために活動している団体やこれから何かを
はじめたいと思っている人をサポートします」。県内で最初に開設さ
れた市民活動支援センター。市民活動団体（NPO）の活動支援をは
じめ、まちづくりや市民活動、ボランティアへの参加のきっかけづくり、
市民活動団体と行政・地域・企業などの橋渡し役などさまざまな実践
に取り組んでいる。山口市内の団体だけでなく、全県を対象とした団
体も多数登録しており、県内初の先進的な取り組みや課題解決のた
めの仕組みづくりをオリジナルで考案することも少なくなく、他の市民
活動支援センターの目標モデル的な存在にもなっている。

椹野川再発見ウォークの会
椹野川沿いの県道501号線(通称：健康ロー
ド)周辺の人、文化、自然等の地域資源を掘
り起こし、それらをつなぐことを目的とした交
流および健康増進のための場づくりを行うた
めに2024年に設立された市民活動団体。
「健康ロードを活用した健康増進につながる
活動」「SDGｓの推進を図る活動」「市民や地
域諸団体との交流および連携する活動」を行
うこととしている。

山口芸術短期大学
芸術表現学科と保育学科を設置した山口県
内唯一の芸術系短大。建学の精神「至誠」に
基づき、芸術によって生まれた豊かな感性と
創造力を育成している。また、地域とともに歩
み、互いに影響し合って成長・発展していく
短期大学でありたいという方針で、より広い
視野と社会性を備えた社会人を育てるため、
選択科目「地域課題解決演習（PBL）」や授
業以外のボランティア活動などを通して地域
との関わりを深めるよう促している。

株式会社伊藤園 山口支店
1964年創業の清涼飲料水等の販売業者。地
域貢献に資する活動や地域づくり活動に積
極的で、社会貢献の指針は「山口を元気に！ 
地域社会・コミュニティとのつながりの深化を
目指して」。環境保全活動への寄付や山口市
の椹野川河口干潟の再生活動、山口湾カブ
トガニ幼生生育状況調査活動、クロツラヘラ
サギ保全のための海岸清掃活動などにより、
平成5年度に山口県等から「企業ボランティ
ア活動促進モデル事業所」の指定を受ける。

椹野川再発見ウォークの会 × 山口芸術短期大学 × 株式会社伊藤園山口支店

協働の概要

市民活動団体、短期大学、市民活動支援セン
ター、企業が協働し、地域や各種団体の協力を得
て、人や文化など豊富な地元の地域資源を掘り
起こし、地域課題を見つけ、つながるためのイベン
トを開催した。

団体の今後を見据え 寄り添った伴走支援

株式会社
伊藤園
山口支店

山口芸術
短期大学

椹野川再発見
ウォークの会

やまぐち
街なか大学

大歳まちづくり
協議会

山口
きらめき財団

相談

事務局提供

協力・イベント参加

協力・イベント参加

助成金

イベントブース出展
協力依頼

相談

専門家派遣
相談

PBL

地域貢献
相談 相談

やまぐち
県民活動

支援センター

山口市
市民活動

支援センター
さぽらんて

ボランティア団体・個人
35団体

仲介 センター支援
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困りごとの発見
相談内容から、県道501号沿い椹野川の河川敷を使ってイ
ベントをしたいが、その進め方と財源の確保について困って
いることが判明。

つなぎ先・つなぐ視点
「さぽらんて」では、困りごと解決のために目的に沿った形で
協働できそうな団体の情報を「椹野川再発見ウォークの会」
に提供。

きっかけ
2023年冬
「椹野川再発見ウォークの会」が
さぽらんてに相談に行く
「椹野川再発見ウォークの会」の発起人が
「さぽらんて」を訪れる。

コロナ禍に「健康ロード」と呼ばれている県道501号線
にウォーキングに行き、椹野川沿いのこの場所の素晴ら
しさに感銘を受けました。しかし、魅力ある地域資源に
もかかわらず認知度は低く、地元住民にさえ有効活用さ
れていない。この地域資源を広くPRし、有効活用できる
ようなイベントを開催したいと思い仲間を集めたのです
が、具体的にどう進めていったらいいか悩んでいました。

県道501号の魅力を多くの人に知ってもらうために
ウォーキングイベントを企画していること、地域・人・資
源の掘り起こしにつながり、できれば一過性ではなく永
続的で地域で育てていけるものにしたいという思いを
抱いていらっしゃることがわかりました。

想定されていたのは約3kmという広いエリアを使ったも
のだったので、一団体での開催運営は難しいと考え、実
行委員会として一緒にイベントを作り運営していける協
働先を募ることを提案しました。

① やまぐちきらめき財団
イベントの開催目的から学生との協働が望ましいのでは、と考え
ました。
さぽらんてには、「学生PBL」をサポートする形で山口芸術短期大
学さんとの繋がりがありました。PBLとは、大学が取り組むプロ
ジェクトベースのラーニングで、高校で行う探求学習のようなも
のです。大学側がその活動のフィールドを探されていたので、「デ
ザインや表現など学生の専門性を活かせる地域貢献」という視
点で関わっていただく場を用意しました。

② 山口芸術短期大学

椹野川再発見
ウォークの会
発起人
竹田 悦子さん

さぽらんて
副センター長
小田 亜貫さん

協働への声がけ
「さぽらんて」では「椹野川再発見ウォークの会」に提案した
助成金および各団体との連携希望を確認。承諾を得た上
で、各団体へ協働の打診を行う。

財源については、うちで把握している助成金情報の中から、
「公益財団法人やまぐちきらめき財団」の助成金（※）を紹
介し、申請するよう助言しました。
※県民活動への理解促進と参加促進を図るため、県民活動団体が
他の団体等と協働して開催するイベントを支援する助成金

③ NPO法人やまぐち県民ネット21
「椹野川再発見ウォークの会」では地元企業からの参画も検
討されていましたが、会が声がけした先とは折り合いがつ
かず実現に至りませんでした。会のメンバーのもっていた情
報と「やまぐち県民ネット２１」さんの人脈から、水環境の保
全に社会貢献の実績のある株式会社伊藤園山口支店さん
を候補にしたいと考えました。（後述）

「椹野川再発見ウォークの会」では地元企業からの参画も検
討されていましたが、会が声がけした先とは折り合いがつ
かず実現に至りませんでした。会のメンバーのもっていた情
報と「やまぐち県民ネット２１」さんの人脈から、水環境の保
全に社会貢献の実績のある株式会社伊藤園山口支店さん
を候補にしたいと考えました。（後述）

④ 株式会社伊藤園
イベント運営のために、「椹野川再発見ウォークの会」では
ボランティアの募集を想定されていました。加えて想定さ
れていたイベントの開催エリアが広範囲で、数多くのボラ
ンティアが必要と想定できたので、ボランティアの募集や
運営についての助言・支援を専門家からいただけるといい
なと考えました。

① やまぐちきらめき財団
「交流・健康増進」の企画で「椹野川再発見ウォークの
会」として助成金に応募

「県民活動リレーイベント」の枠で採択される
同財団と共催という形で事業を企画・実施していく
形での採択となり、以降財団も協議などの場に適
宜参画することに。

つなぎてのヒント

つなぎてのヒント

つながりてコメント
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「さぽらんて」からPBLで繋がりのあった教授を通じて
学生の参画を打診

② 山口芸術短期大学 「こんな市民活動団体主催のイベントがあるのですが、学
生さんのPBLにどうですか」と相談に行ったら、先生がすご
く興味を持ってくださって。「既にあるものじゃなくって1か
ら始める作るイベントなら、学生の意見を反映する余地が
あるからぜひやらせて欲しい」ということになり、イベント
企画に特に関心のある学生を集めてもらいました。

協働のステップ
Step1 さぽらんてによるファシリテート

事業の方向性を定める
助成金の採択が決まり、「椹野川再発見ウォークの
会」で中心となって事業を担うコアメンバーがさぽ
らんてに改めて相談に訪れる。さぽらんて側では、
事業の立ち上げ支援にあたり、まずはそのメンバー
間の意思統一が何よりも必要と考え、丁寧にヒアリ
ングしながらのファシリテートを実施した。

相談にこられた中心メンバーがどれくらい近しい思いでおられるの
か分からなかったので、その点を整理することから始めました。それ
ぞれに事業に対する想いはあるでしょうが、互いにそれを吐き出し
て共有しないと事業の方向性を定めることができませんので。

「ウォークがメイン?椹野川がメイン?それとも、それ以外の何か?」
とか、「イベントがやりたいのか」「目的はイベント開催でなく、イベ
ントを通して何か考えたいのか?」「ただ歩くだけでいいのか?」「自
然がきれいならばどこでもよいのか?」「どうしても椹野川でなくて
はダメなのか?それはなぜなのか?」etc.。そういった細かいことを1
問1答形式で整理していって。何をやりたいのかを一緒に考えてい
きました。

一旦保留となるが、その後事業趣旨を説明することで協
働を承諾（後述）

もともと地域貢献に興味を持つ企業さんですし、会のメ
ンバーが以前環境関連のイベントに協賛してもらった
という情報も持っていました。どう繋げようかと考えて
いた時、「やまぐち県民ネット21」さんが関係をもって
らっしゃって。協働の声掛けには、やはり情報を持つこ
とと人脈を築いておくことが大切ですね。

専門家によるボランティアリーダーのための講座を開
いてもらうこととなる（後述）

さぽらんてからの声がけ以外に、「椹野川再発見ウォー
クの会」ではメンバーの人脈を通じてイベント運営や出
展へ協働募集の声がけをされ、結果的に地域も含め35
団体が参加するイベントを開催できることになりました。

③ NPO法人やまぐち県民ネット21

つながりのあった「やまぐち県民ネット21」から
協働の打診。

④ 株式会社伊藤園

「さぽらんて」からボランティア運営についての
助言・支援を依頼

⑤ さぽらんて

⑥ 大歳まちづくり協議会、
　 防災危機管理協会、
　 包括支援センター、
　 ほか多数

「椹野川再発見ウォークの会」の立ち上げメンバーは3人
だけで、事務局的機能を担う人材が不足していました。
さぽらんてでは支援の一貫として、今回は主に事務局的
な立場でこの事業に協働参画していくこととしました。

さぽらんて
副センター長
小田 亜貫さん

つなぎてのヒント

つなぎてのヒント

つなぎてのヒント

快諾を得る

快諾を得る
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会のメンバーは本業が多忙、大学生も授業の一貫として携わるた
め協働にさける時間には制限がある。大学生と団体メンバーの双
方が時間がない中、いつでも都合のよい時にイベント準備に関する
連絡や情報共有ができるように、本事業専用のgoogleドライブを
さぽらんてで設定し、活用していただくこととしました。

山口芸術短期大学でのＰＢＬ実行委員会

Step4

Step5

Step2 さぽらんてによるファシリテート
事業内容の整理
最初にさぽらんてが受けた相談は「椹野川の地
域資源としての魅力をPRできるようなイベント
をしたい」だったが・・・。

中心メンバーの思いを整理した結果、概ね方向性は以下のような
点に絞られてきました。
・地域資源は人や文化も含め椹野川沿いにいろいろ点在してい

るけど繋がっていないのでもったいない。一気に集まってそれが
繋がるようなことをしたら、地域の課題も見えてくるだろうし、自
分たちが思ってもみなかった課題も出てくるだろう。

・今困っている人たちの声とかも集めたいし、情報も聞きたい。
・自分たちが知らない地域資源とかがあれば知りたいし、それも

繋げたい。
・参加する人によって何を発見するかは変わるけど、イベントを通じ

て何かを発見してもらう。そういう「再発見」という意義をいれたい。
・単なるイベントの開催ではなく、これを一つのチームモデルとし

て実装していきたい。
・ここでやったことが、そのやり方がよその地域に広がっていくよ
うにしたい。

・こうしたらいいよね、ということが、後から参加した人たちも言い
出しやすくて、みんなで育てていくようなイベントにしたい。

・イベントを自分たちだけのものにするのではなくて地域で根付く
ようにしたいから、メインターゲットはそこに住んでいる人たちに
したい。

・椹野川の美しい環境を守るためにも、SDGsに配慮した形で運営する。

最初にどういうイベントにしたいかということをきちんと整理した
ので、あとは参加者で何をやるかとかどんなブースがあるといいか
といった具体的な内容を企画していくだけ。内容がイベントの趣旨
にそっているか否かを判断して企画していけばいいだけなので、企
画を立てやすかったと思います。また、そうして企画されたイベント
は、参加する人にも趣旨が伝わりやすいと思います。

企画を立てることと並行して、イベント開催に協力が必要な地元の
自治会や団体にも会のメンバーの人脈を通じてどんどん声がけさ
れていきました。声をかける先は誰でもいいというわけではなく、
「きちんとイベントの趣旨に添った形で連携してもらえる人」と選定
基準がはっきりしていたので、出展決定に文句が出ることもなく、お
願いもしやすかったのではないかと思います。

Step3

さぽらんてによるファシリテート
協働の開始・関係機関への連絡
①さぽらんてから山口芸術短期大学へ協働の
　提案。14名の学生が運営側に参画すること
　になる。

②イベント開催に必要な、河川敷を管理する市
　と県道を管理する県と警察への届出と必要
　書類の提出、必要事項の確認と相談、地域
　への説明などを「椹野川再発見ウォークの会」
　のメンバーが行った。

さぽらんてによるファシリテート
話し合いと情報共有の場の設置
① 情報共有のための
　 googleドライブの設置

　 「椹野川再発見ウォークの会」と協働する各
　 団体関係者、山口芸術短期大学の学生が、
　 相互に質疑応答や連絡相談でき、情報共有
　 が図れるようgoogleドライブを設置した。

さぽらんてによるファシリテート
思いの共有とイベント開催に
向けての活動スタート
ファシリテートの結果、会が開催しようとしてい
るのは「椹野川はもとより人や文化など点在す
る豊富な地域資源を掘り起こしつつ、地域課題
を見つけてつながるためのイベント」であること
が判明。主体団体の思いが共有され、事業の
方向性が明確に決まったことで、具体的なイベ
ント内容の企画、協力者への声掛けが始まる。

さぽらんて
副センター長
小田 亜貫さん

つなぎてのヒント
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山口芸術短期大学生と椹野川再発見ウォークの会の会員の
ワークショップの様子

Step6

会のメンバーと大学生とが直接コミュニケーションをとりながら事
業を進めていく機会がなかったので、改めて両者が直接会ってイベ
ント実施にむけて打ち合わせをする機会を設けることにしました。

今回、大学生にはPBL授業の一環として協働に参加してもらってい
ましたが、ボランティアというより、スタッフとして参加する色合いも
強かったため、その心構えを持ってもらい大人との打ち合わせや交
流を円滑に進めるためのファシリテーションが必要と考えました。

そこで、両者の話し合いの場のうち2回を使って「やまぐち県民ネッ
ト２１」のファシリテーターが進行して、イベントの趣旨や意思の共有、
ボランティア理論などについて大学生と会メンバーが学ぶワーク
ショップ （※1ボランティア研修会として後述） を行うこととしました。

② 話し合いの場とワークショップの開催

　 「椹野川再発見ウォークの会」と学生でイベン
　 トのカテゴリごとの担当を決め、準備を進める
　 こととなるが、会のメンバーと学生とが直接
　 会って話す機会がなかったため、さぽらんて
　 が双方に働きかけて直接打ち合わせする場
　 を複数回設ける。

③ 株式会社伊藤園山口支店の
　 担当者に再度協働の打診

協働を希望していた株式会社伊藤園山口支店の担当者さんをそ
の話し合いの場に招き、会のメンバーと学生とがイベント開催にむ
けての話し合いを行う場面に立ち会っていただくことで本事業の
趣旨を理解していただき、その結果、協働に参画していただくこと
が決定しました。

「地元のきれいな水」を大切にするという企業姿勢を持つ株式会社
伊藤園さんに対して、本事業には「地元資源の有効活用」「地元資
源を掘り起こし、それを育み楽しむ住民主体の取組み」という事業
趣旨があることを伝え、連携が得られるよう努めました。

学生さんと協働するのであれば、この協働から何かを学んでいって
ほしいという思いがありました。そこで、この機会を利用してボラン
ティアコーディネートについて学んでいただき、イベント当日に協力
してくれる高・大学生ボランティアのリーダーになってもらおうと考
えました。

研修会で学んでもらったのは、「受け入れ時にどんなオリエンテー
ションをしたらいいのか」「どう声かけをしたら、ひとりひとりが主体
的に動いてくれるか」「来場者に来て良かったと思ってもらうため
に、何を伝えたらいいか」「イベントの開催趣旨をわかりやすく伝え
るのも大切」といったようないわゆるボランティアマネジメント。そ
れぞれ担当の現場でボランティアリーダーとして采配するためのス
キルを習得していただきました。

開催時期も迫ってくる中、まずこちらで準備からイベント本番まで
にすべきことを想定して、会のメンバーや大学側と連絡・調整して、
適宜打ち合わせの場をセッティングするようにしました。

Step7

さぽらんてによるファシリテート
ボランティア研修会（※1）の開催
さぽらんてからの声がけで、学生と関係者向け
のボランティア研修会を開催。「NPO法人やまぐ
ち県民ネット21」に関連情報の提供を依頼し、
ボランティアの受け入れやイベント運営につい
て学ぶ機会を設けた。

さぽらんてによるファシリテート
各団体間の連絡調整と
運営準備の支援
① 団体間の連絡調整

② 各種マネジメントツールの作成と
　 外部向けの情報発信

事務局を務めていたさぽらんてでは、事業
の進捗管理やボランティアマネジメントを行
う上で有効となるツール（年間スケジュール、
ボランティア参加の手引、受付簿など）を作
成。今後の事業にも活用できるものとしてそ
れらを会に引き継ぐことに。
併せて、イベントPRチラシの発送、SNSを活
用した情報発信の段取りも行った。

③ 当日ボランティアの募集

　 イベント当日のボランティアを、さぽらん　 
て、チラシ、ボランティアのマッチング情　 報サ
イト「あいかさねっと」で募集した。

さぽらんて
副センター長
小田 亜貫さん

つなぎてのヒント
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協働を終えて・・・

山口市市民活動支援センター「さぽらんて」
副センター長　小田 亜貫さん

今回の協働で一番時間をかけたのは、相談に来られた「椹野川再発見ウォーク
の会」の三人への最初のヒアリングです。それぞれの方の思いを全部吐き出して
いただくことにすごく時間がかかりました。協働を成功させるには、関わる人みん
なが「目的を共有する」ということがとても大切だと考えます。その部分があいまい
だと協働が上手くいかなかったり、協働を長く続くものとすることは難しいのでは
ないかと思います。今回の案件でも協働に取りかかる前に、「何のためにそれを
するのか」という部分を明確にすることに時間と手間をかけました。本人たちも明
確に掴みきれていない潜在的な部分が浮かび上がってきて目的が明確になっ
たことで、今回の協働も関わるすべての人に思いが共有され、成功へと導かれ
たのではないかと思います。

本イベントの運営は、団体の手を離れて開催地の地元コミュニ
ティ組織に引き継がれ、来年度の開催も見込まれています。

芸短生たちは事前に振り分けられた4つのチームに分かれ、ボラ
ンティアリーダーとしてそれぞれ担当するチームのボランティアを
差配してイベント運営を支えてくれました。

株式会社伊藤園山口支店さんには、矢原河川公園と井手ヶ原公
園にある給水所で参加者が持参したマイボトルに配るお茶を提供
していただきました。

出展の各ブースは、イベントの趣旨であるSDGsの理念を守り環境
に配慮した形で運営。地域資源の再発見、地元住民同士の交流の
促進や地域課題の発見などに寄与してくれたと思います。

2024年11月23日

「椹野川再発見ウォークの会」、山口芸術短期大学の学生
ほか35の団体が協働するウォーキングイベント「501再発
見！秋の椹野川ウォーク」開催。
矢原河川公園から井手ヶ原公園まで椹野川沿いの約
3kmの区間で、椹野川健康ロードを使ったスタンプラリー
をはじめ、裂き織りや防災工作などのワークショップ、音楽
ライブ、ミニサッカーやヨガなどのアクティビティ、健康
チェック、体力測定、手工芸品や焼き菓子、有機野菜の販
売、キッチンカーなどの催し物を2つの河川公園で展開
し、地元住民を中心に約500人の参加があった。

さぽらんて
副センター長
小田 亜貫さん

つなぎてのヒント
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防府市市民活動支援センター

防府市における市民活動の促進支援および活性化を図るために、設
置され、「自分たちの住むまちや社会をもっとよくしたい！そんな活動を
応援します!!」をモットーに、利用される側も利用する側も、“お互いさ
ま”の精神で、お互いに気持ち良く利用できるセンターを目指している。
特色は、まちづくり、社会教育、子どもの健全育成、国際協力、高齢福
祉など19分野・分類の207団体（2025年3月現在）という幅広い活動
分野を網羅した登録団体があること。また、地域力をあげていくために
自治会とも深くつながり、見つけた地域課題の解決のため登録の市民
活動団体をつなげていく協働も手掛けていることも特色。

NPO法人 文化遺産トラストほうふ
文化遺産の調査、保護、啓発活動を行い、学
術・文化に寄与するとともに市民の文化的生
活向上をはかることを目的に設立された市
民活動団体。主に、国の史跡である「三田尻
御茶屋旧構内（英雲荘）」の管理・運営を行
いながら、毛利邸の清掃を行ったり、市民対
象の見学会を開催している。

日本史研究会（周南公立大学生）
周南公立大学で地域の歴史に関する実践学
習に取り組むゼミ生等を主なメンバーとして
令和６年４月に発足した「地歴研究会」が改
称し、現在「日本史研究会」として活動してい
る。市民や子ども達と共に地域の歴史を調べ
学び、地域歴史の広報等に関する事業を行う
ことを目的としている。令和６年度は、防府の
街なかを調査した内容をもとに『防府におけ
る商工業の歴史』を制作した。

山口県立防府商工高等学校
防府市にある、全日制商業科・情報処理科・
機械科と定時制普通科を併置した学校。豊
かな校風を継承するとともに、恵まれた地域
資源を活用しながら、地域社会に貢献できる
スペシャリストを育成している。同校と防府市
は、学校運営協議会という協議機関を通じ
て、組織的・継続的な連携・協働体制を確立
しており、教育課程の中に「総合実践」という
科目として位置付けている。

NPO法人文化遺産トラストほうふ×日本史研究会（周南公立大学）×山口県立防府商工高等学校

協働の概要

大学生が行う地域の商業の歴史に関する街な
か調査の実践学習を、市民活動支援センターが
つないだ地元の商店・企業、市民活動団体、行
政が協働してサポートした。協働の場への高校
生のマッチングも行い、高校生の実践学習の場
とした。

若者・子どもと 大人とまちをつなぐ

防府市
観光振興課
商工振興課

文化振興課 文化財室

山口県立
防府商工
高等学校

日本史研究会
（周南公立大学） 調査協力

調査協力

調査協力
・情報提供
・調査動向

協力依頼

協力依頼

協力依頼

・協働の成果物の贈呈

・ふるさと学習等への
  活用の提案

相談

・学ぶ機会の提供

・大学生の調査活動に同行

マッチング

問題解決型学習
支援

実践学習

NPO法人
文化遺産

トラストほうふ

防府市内の老舗
白石呉服店

杉本利兵衛本店
竹内酒造場
吉末ガラス店

さいとう玩具人形店

防府市
市民活動

支援センター

防府市
教育委員会

仲介 取材先

取材先
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困りごとの発見
防府市市民活動支援センターでは、周南公立大学日本史
研究会の実践学習を、地域の団体をつないで協働してサ
ポートしていこうと動きだす。

つなぎ先・つなぐ視点

きっかけ
周南公立大学の先生から防府市市民活動支援センター
へ、「日本史研究会に所属する大学生たちが、防府市の商業
の歴史を知るために街なか調査をしたいと言っているので
サポートをお願いしたい」という相談が寄せられたこと。

周南公立大学に講演に呼んでもらったことをきっかけ
に大学の先生方とのつながりができました。そこで、日
頃から先生方に、「もし、防府市で何か調べたいとか研
究したいとかあれば、取材先などとつないで全力でサ
ポートをしますよ」とお声がけしていたんです。センター
が探究型学習の支援を何でもしますという感じで。
うちのセンターは、地元の商業高校や小中学校との連
携はいろいろ実績がありましたが、大学はまだなかっ
た。なんとか大学とつながることはできないか。そう考え
て機会を捉えて声がけしていたのがそもそものスタート
なんです。

実は、この実践学習のサポートは、センターが直面して
いる課題の解決にもつながると考えていました。

センターでは、まちを元気づけるためにも新たな人材や
若い世代を市民活動に巻き込みたい、大学や大学生を
市民活動に巻き込みたい、と常々考えていました。

隣接する山口市や周南市とは違い防府市には4 年制
大学がありません。でも、防府市在住で周辺の大学に
通っている学生はいるはずだし、その子たちが地元でボ
ランティアをするようになってくれれば嬉しい。そのため
に市外の大学に通っている大学生たちが集まってもら
える場づくりが何かできないだろうかと模索していたん
です。

若者がまちに出て地域とつながれば多様な立場や世
代間の人たちのつながる場ができ、地域のネットワーク
づくりになります。また、大学生が活動に入ることで、中
高生には将来のモデルが出来ます。

今回の協働は、地域の団体と協働して周南公立大学の
学生の実践学習をサポートしていくことでしたが、セン
ターとしては周南公立大学とつながれたことが大き
かったです。

② 防府市内で長年商売を営んでいる商店

調査テーマが商業ならば、取材先には観光の要素も入れ
たい、商業と深い関わりのある防府の歴史・文化について
もぜひ調べて知ってもらいたいと考えました。元々この協働
には市民活動団体を必ず入れたいと考えていたこともあ
り、つなぎ先には、防府の文化遺産の調査、保護、管理、啓
発活動に関わっているNPO 文化遺産トラストほうふがよ
いのではないかと考えました。

③ NPO 法人文化遺産トラストほうふ

防府市
市民活動支援センター
センター長
京井 和子さん

商業の歴史を調べるのであれば、市内で長年商売をされてい
る商店や企業に話を聞きにいくのがよいのではないかと考
え、「白石呉服店」「杉本利兵衛本店」「竹内酒造場」「吉末ガ
ラス店」「さいとう玩具人形店」を取材先の候補としました。

調査対象の「人・場所・商工業」は防府市の大切な資源で
もあります。そこで、取材先や歴史文化に関することのアド
バイザーや仲介役として関わっていただけないかと声がけ
しようと思いました。

① 防府市観光振興課・商工振興課・文化振興課文化財室

④ 山口県立防府商工高等学校

防府商工高等学校とは実践授業のサポートで数年前から
つながりがありました。今回の協働に高校生が参加すれ
ば、高校生が県内の大学について知るよい機会になるだろ
うし、そこから学ぶこともあると思い高校に提案してみよう
と考えました。

つなぎてのヒント

つなぎてのヒント

つなぎてのヒント

つながりてコメント
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② 老舗商店に協働を打診
　  防府市内の老舗数か所に「大学生が防府の商業に
　  ついて調べたいと相談があったので、調査に協力し
　  てもらえませんか」と相談にいく。

協働のステップ

Step1 つなぐ
防府市市民活動支援センターによるファシリテート
商店や団体を協働へとつないでいく
大学生の街なか調査の実施に向け、センターが持つネット
ワークを活用して調査協力を得られそうな商店や団体を訪
ね、協働への声がけをしていく。

お願いに伺うとどこも「喜んで手伝うよ」と言ってくだ
さったのでとてもありがたかったです。若者が防府とい
うまちや自分の店に興味を持ってわざわざ取材に来て
くれる、ということが皆さんとても嬉しかったようです。

③ NPO 団体に協働を打診
　  NPO 法人文化遺産トラストほうふに取材協力を
　  依頼する。

防府の三田尻は昔、海運業で栄えたまちで、国の史跡
「三田尻御茶屋旧構内（英雲荘）」のあるあたりがちょう
どその地域になります。「英雲荘」は建物や庭園の整備
が進み、NPO法人文化遺産トラストほうふが関わるよう
になってきれいに蘇りました。その市民活動の話もして
ほしかったので、英雲荘を案内しながら、防府の歴史・
文化・観光・文化遺産の保護や啓発活動などについて
大学生に紹介していただくようお願いしました。

④ 大学生の街なか調査活動に
　 高校生をマッチング
　  山口県立防府商工高等学校に、大学生が防府で行
　  う街なか調査に高校生たちを同行することが可能
　  かを打診

大学生の街なか調査は夏休み中に行うことになってい
たので、「夏休みで時間が空いてる生徒がいたら参加し
てみてはどうでしょうか?」と担当教諭に相談したら、「そ
れは高校生たちのよい経験になるだろうから、ぜひ」と
言っていただき、学校で参加希望の生徒を募っていただ
けることになりました。

① 防府市観光振興課・商工振興課・
　 文化振興課文化財室に協力を打診
　  大学生たちの街なか調査に先立って、市から取材
　  協力先への声がけや、時間があれば取材へも同行
　  していただけないかと打診

センター単独でお願いしても協力してくださると思いま
すが、市も関わっていると伝えると協働への信頼度が増
しますし、やり甲斐を感じて喜んでもいただけます。今回
のように街なかを訪ねて行う協働では、行政の協力も大
事だと思います。

行政に協力をお願いする時、その目的と事前の情報提
供と具体的な依頼内容をしっかりと伝えることが大事
だと私は考えています。行政は本当にお忙しいと思うの
で。また、「もしもこれが成功したら、広報や会議で目一
杯ＰＲしてくださいね」と先方のメリットにつながる部分
を意識してお願いするようにしています。

快諾を得る

快諾を得る

快諾を得る

快諾を得る
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Step2 コーディネートする
協働する関係組織との調整を図る
周南公立大学の学生たちは協働相手となる防府市
内の商店や団体とはつながりがないため、取材全体
のコーディネートは、各組織とのつながりをもつ防府
市市民活動支援センターが行うことに。また、大学生
の街なか調査に同行し、学生と取材先とを直接つな
ぐ役目も務めた。

調整の結果、取材日は、8/2・17・24・9/12・13 の5 日間
に決定。防府商工高等学校の生徒生が調査に同行する
のはこのうちの2 日、高校が夏休み中の8/17・24 にな
りました。

 防府商工高等学校の生徒たちには、大学生の活動を見
て学ぶことで少し先の自分の未来を見据えてほしいと
考えていました。

山口県立防府商工高等学校
「高校生たちが県内の大学について知る、とてもよい機会になっ
た」「近い将来の自分たちのモデルとなる大学生の活動を見るこ
とができよかったと思う」

NPO 法人文化遺産トラストほうふ
「活動テーマが歴史ということもあり、会員には高齢者が多くな
かなか若者と関わる機会がなかった。今回の協働では若い人
たちに防府のことを知ってもらうことが出来てすごく良かった」

調査協力してくださった商店・企業
「防府の商業や自分の店の歴史を若者に知ってもらえてすごく
嬉しかった」「学生さんたちが調査に来るということで、自分たち
の店の歴史を改めて掘り起こすことができた。新たな発見もあっ
たし、楽しかった」

防府市観光振興課・商工振興課・文化振興課文化財室
「今回の協働で周南公立大学とのつながりが持てたことや、学
生の声を直接聞くことができて良かった」

協働に参加した団体の声

調査に携わった周南公立大学日本史研究会の学生と小林准教授
が街なか調査の結果をまとめられ、『防府における商工業歴史』と
いう冊子を制作されました。

防府市の商工振興課、文化振興課文化財室や観光振興課には関
連情報の提供と冊子の監修にご協力いただきました。

出来上がった冊子は防府市教育委員会に贈呈し、市内の小・中学校で
ふるさと学習などの際に活用していただけるようにお願いしました。

協働の成果物を冊子にしたので、協働に参加してくださったお店や
関係者のお名前を後世に記録として残すことができました。皆さ
ん、そのことを本当に喜んでくださったので、協働に参加していただ
けてよかったと思っています。

今回の協働の成果を広く市民の方にも知っていただきたかったの
で、2024 年2 月5 日、センター主催で「市民活動団体×まちづくり
×文化観光 ほうふの街なか調査報告会」と題して活動の発表と
トークセッションを開催しました。

周南公立大学日本史研究会の大学生たちに街なか調査をまとめた
ものを報告してもらい、調査に協力してくださった協働先、NPO団
体、行政、大学の方々にご登壇いただいて私がファシリテーターで
つなぎました。夜の開催でしたが、行政の方、大学の先生、小中学校
の先生などいろいろな方に来ていただき、実践学習のサポートや協
働について知っていただくよい機会になりました。

Step3　協働の成果を残す・広く伝える

① 冊子『防府における商工業の歴史』の制作

② 市民活動団体×まちづくり×文化観光
　 防府の街なか調査報告会の開催

つなぎてのヒント
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協働を終えて・・・

防府市市民活動支援センター
センター長　京井 和子さん

今はいろいろな意味で協働していかないと出来ないことが多くあります。最近は
行政や市民から「市民活動支援センターでこんな事はできないか」という相談
がよく寄せられるので、どこにつなげばよいのかということを常に考えながらやっ
ています。今回の協働では、センターとしては大学とつながれたことが大きかった
です。
市民活動支援センターの役目として、地域力を上げるコーディネートの機能が
必要だと私は思っています。新しく創ることと同時にいまある資源とのマッチング
など「つなぐ」役割を果たしていくことが大事です。例えば、社会貢献したい企
業がいたら「一緒にやりませんか」と地域と企業をつなげていく。高齢化で活動
を止めたいと市民活動団体から相談があったら、団体のよいところや活動が途
切れないように他の団体につないでみる。そういうことの繰り返しが重要です。
一つの組織でやるのではなく、みんなと一緒にやることで自分たちの活動も相手
の活動も広がっていきます。「他の組織が関わることで出来ることが増えていく」
ということが実感されると、またつながりは増えていき協働は広がっていきます。

本文にもある通り、当初は大学との協働による取り組みが派生し
て、別に地元小学校との協働にもつながっていきました。

その後 …

つなぎてのヒント

当初から願っていた「防府で大学生が活動する場」
が生まれるようになってきたので、今後は周南公立
大学だけでなく山口大学とか山口県立大学など近
隣の大学に行っている学生とも協働していけたらい
いなと考えています。

センターでは周南公立大学と連携し、令和6年度は
日本史研究会による「防府の交通」をテーマにした
街なか調査の実践学習をサポートしています。2 年
目は研究活動の資金となる助成金の獲得のサポー
トもさせていただきました。

さらに、周南公立大学の実践学習のサポートでは、
「元気がなくなってきた防府の商店街の活性化を卒
論のテーマにしたい」学生がいると大学の先生から
相談があり、もう一つ別の協働もスタートしていま
す。センターが防府市商工振興課や防府商工会議
所に声をかけ、商店街の現状に関して意見交換を
行う場を設けたり、商店街の現地調査に同行したり
しました。

Step4　次につなぐ

また、周南公立大学日本史研究会の街なか調査で
の協働の成果が関係者に伝わり、小学校で「松崎子
ども観光振興課」という名の授業を1 年通してやる
ことになりました。地域、団体、企業、保護者、山口学
芸大学生、下関市立大学生等にファシリテーターと
なって子どもたちの実践学習の伴走をしてもらって
います。

つなぎてのヒント

28

教育機関 × NPO × 企業 × 行政の協働 防府市



ひとことコーナー
ここ、いいね！

ＮＰＯと企業が協働して防災に取り組む際によくあるのは、「企業側が物資を提供し、プログラム運
営はＮＰＯ側が全て担う」というケースです。一方で、今回取り組まれた長門の協働は、ＮＰＯと企
業がゼロから話合いを重ねて、「それぞれの得意技を活かしあっている」形になっている点が素晴
らしいと思いました。
また、今回の協働を通してＮＰＯ側は活動の幅が広がったと言われていますが、企業側も日頃の業
務では把握するのが難しいエンドユーザーやこどもの声に直接触れられ、防災グッズの改善点が
把握できるよい機会になったと思われます。双方にメリットのあるｗｉｎｗｉｎの関係による協働だっ
た点が印象的でした。

全国でも、地域に根差したプロスポーツの取組みは多様に見受けられます。その多くで地域貢献・
地域連携がよくうたわれていますが、具体的に各地域でどういった貢献・連携につながることがで
きるのか、試行錯誤されているようです。
一方、今回の協働ではＮＰＯ側でも「こどもたちが地域にいる大人の中で活動する場がない」とい
う課題をもとに関わっておられます。その点では、「不足している・課題を持っていることからの組み
合わせ」で成立した協働とも言え、そこをセンターが間に入りうまくマッチングされたように見えまし
た。上記した長門市の「協働する双方が既に持ち合わせていることを活かしあう」ことで展開され
た協働とも少し異なるパターンの事例だったかと思います。

山口市センターが、外部（県民活動支援センター）と連携しつつコーディネート役として全体を支え
ることで、多様な主体による多様な連携が成立した点は素晴らしいと感じました。たとえば、青少年
育成の活動をする際の心得として「手を放しても、目を離さないよう」というフレーズがありますが、
今回のケースでもセンターがＮＰＯを支えつつも依存関係とならないことに意識を持ちながら伴走
支援をされてる様子が伺えました。
また、各自治会や町内会の多くでは、高齢化や担い手不足などを背景として新たな繋がりづくりが
難しい状況のなか、この取組みは「ＮＰＯがプロジェクトを起こしてコミュニティにそれが受け継が
れる」という形に着地したことが興味深く、地縁と志縁（コミュニティとＮＰＯ）の新しい連携の形が
見える感も覚えました。

最初は、防府市センターに大学から調査協力の依頼があったことから始まり、それが当初の案件
の当事者だけでなく、地元の高校生や小学生まで取組みの輪が広がっていったことがとても面白
い事例だと感じました。
この「広がり」を得られたことについては、防府市センターが直接的に各方面の主体をつないで事
に当たるだけでなく、関係者を招いた活動報告会を開催して様 な々立場の参加者に向けてその取
組みや繋がりの情報を共有したり、積極的に外部へ関連情報を公開したりする点は重要だと思い
ます。中間支援組織が協働をコーディネートする意義の一つは「参加の場を開く、参加の間口を広
げる」という点にありますが、そのためのしかけを防府センターが自ずから取り組まれていた様子
は、学びの深い点です。

古賀 桃子 / 特定非営利活動法人ふくおかＮＰＯセンター　代表

1975年福岡市生。学生時分まちづくりNPOを経て、2002年に現組織
を設立。［草の根から、社会を描く。］を合言葉に、企業・行政・公民館・
社会福祉協議会・児童館等の橋渡しや伴走支援を通じた、地域づくり・
社会づくりの黒子に注力。近年は、防災や災害時の後方支援、大学での
講義、テレビ局の報道番組レギュラーコメンテーター等も歴任。併せて

「泡盛新聞」九州局長および「泡盛検定協会」会長として、沖縄県の産
業振興にも注力。2024年4月より北九州市立大学大学院マネジメント
研究科（専門職大学院／ビジネススクール）教授に着任。NPOと大学
を両輪としながら人財育成や各種取り組みの支援に勤しむ。

【長門市】 

NPO × 企業
協働の事例について

【山陽小野田市】 

NPO × 企業
協働の事例について

【山口市】 

NPO×大学×企業
などマルチな協働の
事例について

【防府市】 

NPO × 教育機関
協働の事例について
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本紙は、山口県「協働ネットワーク強化による県民活動促進事業」の一環で作成したものです
が、一部本紙の情報も盛り込みつつ、同事業の様 な々取組みを通して収集した協働（ファシリ
テーション）のノウハウを整理して紹介・共有する研修も開催しました。
その研修で用いたテキスト資料を付録としてお示しいたします。下掲の２次元バーコードからご
覧ください。

２０２５年３月１４日開催

「協働を一歩進めるためのノウハウ習得セミナー」
（主催：山口県　企画・運営：特定非営利活動法人やまぐち県民ネット２１）

https://blog.canpan.info/yamanet21/archive/74

協働ファシリテーションの検討ワークシート （PDF）
https://x.gd/msu4V

30



企画編集

特定非営利活動法人やまぐち県民ネット２１
〒753-0091　山口市天花１町目11-21 ストークハイツ２０１号

Tel　083-921-2437

発　行

山口県 環境生活部 県民生活課 県民活動推進班
〒753-8501　山口県山口市滝町1番1号
Tel：083-933-2614　Fax：083-933-2629

発 行　令和７年（2025年）３月


	表1-表4
	事例p05-09長門市市民活動センター
	事例p10-13山陽小野田市市民活動支援センター
	事例p14-17山口市市民活動支援センターさぽらんて
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